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「自宅療養をやめ臨時病院で増床確保を！」の 

社民党自治体議員の呼びかけで 

全国３７１名もの賛同自治体議員で要望書を提出 

 

 第二次『陽性者の「自宅療養」をやめ、国の公的責任による臨時病院の病床増で入院治療

を強く求める要望書』を１０月１日（金）厚生労働省に申し入れしました。 賛同自治体議

員は全国で３７１名（現職のみ）にもなりました。 

 この地域の社民党の努力と、新社会党・緑の党・無所属など賛同していただいた議員の力

で、この間の厚生労働省の事務連絡にも不十分ながら反映されています。１０月１日には、

「事務連絡」として「今夏の感染拡大を踏まえた今後の新型コロナウイルス感染症に対応す

る保健・医療提供体制の整備について」を都道府県・保健所設置市・特別区に通達していま

す。小さな一歩ですが、このことからも地域での取り組みを強めていきましょう。 

 
坂戸市武井誠市議会議員から厚生労働省に要望書を提出しました。 
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写真は、議員団幹事長の甲府市山田厚市議会議員 

 

当日の東京は台風でしたが、東京圏の自治体議員から１時間３０分にわたり実情を指摘しました。 

次に主な参加自治体議員の感想、そして要望書と賛同議員を掲載します。 

 

 

参加自治体議員の当日の指摘と今の思い 

「自宅療養」の深刻な問題を指摘しました 

【流山市議会議員 阿部 治正】 

昨日（１０月１日）、台風が近づく中行われた、厚労省に対する臨時医療施設の設置の２度目の要

請とその後の話し合いの簡単報告です。 

 

厚労省との話し合いでは、自治体現場から、深刻な医療ひっ迫の状況、その矛盾がしわ寄せされ

た自宅療養の広がり、自宅療養が生み出す深刻な問題が様々に述べられ、臨時医療施設設置の切実

さが訴えられました。また、医療ひっ迫のさなかの５月に、病床削減、医師削減のための法律が成立

させられるなど、国の行っている施策のちぐはぐさが厳しく指摘されました。私からは、ざっと以

下の様な質問・指摘をさせて頂きました。 

①厚労省の地方自治体への「事務連絡」では、臨時医療施設の位置づけ・性格についてはそれなり

に説明されている。問題は、どうやってこれを設置するのか、その点が明らかでない。国は単に

都道府県にお願いするだけなのか。それだけでは設置は無理。厚労省の HP で紹介されている４

つのモデルケースのうちのひとつは、千葉県の臨時医療施設だが、その実情は最大６６病床、実
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際には４６病床、現在入院出来ているのは３３人前後。しかもガンセンターの１棟分の職員を

振り替えて運営しているもので、コロナ以外の診療を犠牲にしている。これをモデルケースと

言っているようでは、本当に役に立つ臨時医療施設がつくられるのか、心もとない。 

 

②自宅療養を相変わらず主な受け皿として位置付けている。医療ひっ迫からホテルなどの療養施

設がつくられ、ホテルなどの療養施設もひっぱくしたからやむなく、本来はあってはならない

自宅療養が解禁されて広がった。その結果、自宅死を多発させた。許されるのは最低でもホテル

療養までで、自宅療養は基本的に無くさなければならない。パルスオキシメーター確保。抗体カ

クテル療法。医師会と連携しての、訪問診療、訪問看護、オンライン診療等々で自宅療養がマシ

になるかに言われているが、疑わしい。市町村と連携しての移送・搬送、配食サービスが謳われ

ているが、実効性はあるのか。 

 

③自治体のごみ収集事業の現場では、自宅療養者が輩出したごみをそれとわからないまま事業者

が一般家庭のごみと一緒に収集している。環境省は、自宅療養者にはペットボトルや空き缶な

どは自宅に一週間置いてもらって、ウイルスが不活性となってからゴミ出ししてもらうなどと

言っているが、全く実効性がない。厚労省としての問題意識はどうか等々 

 

今のうちに第６波に備えること、それは今しかできない 

【板橋区議会議員 五十嵐 やす子】 

１０月１日、台風の雨風が強まる中、参議院議員会館へ。 

「陽性者の『自宅療養』をやめ、国の公的責任による臨時病院の病床増で入院治療を強く求める

要望書」への賛同地方自治体議員３７１人分を手渡しながら、厚労省の職員７名と質問や意見交換。 

東京都での８月下旬での状態は、いずれも特措法上の措置として、①抗体カクテル療法（品川プ

リンスホテル） ②酸素ステーション（渋谷区子どもの城跡） ③入院待機ステーション（葛飾平成

立石病院、八王子永世病院）が指定されていた。 

９月中に築地に酸素投与と抗体カクテル療法が実施できる「酸素・医療提供ステーション」を設

置、調布市の味の素スタジアムにも酸素ステーションを開設し、合わせて１０００床くらいになる

という。 

また、練馬区では廃校になった学校（光が丘第七小学校跡地）を利用して、９月１７日に酸素ステ

ーション１０床を開設し、将来的には３５床の予定という。 

しかし、酸素ステーションは基本的に「軽症者」が利用する施設であり、実質的に必要な方は中等

症以上の患者となり、自宅に戻すことは難しい方である。また、入所を判断するのは救急隊であり、

保健所が相談を受けても入所させることが出来ないなど、実態に添ったものとなっていない。 

一方、公衆衛生の視点から考えると、自宅療養者が出したごみは、家庭ごみの扱いとなる。しか

し、どこに自宅療養者がいるのかは、清掃職員はわからない。そのため、感染の可能性があるごみが

どこに出されているかもわからない。いっとき板橋区でも１５００人以上の自宅療養者がいたとい
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う。 

ごみ袋を二重にするようにと言っても、本当にそのように出しているのかわからない。また、清

掃の収集車に入れる時に、袋が破裂することもあり、その時に職員は手袋をしているとはいえ、手

でそれらのごみを集めると聞く。清掃職員への感染やクラスターでごみの収集ができなければ、街

の公衆衛生にもかかわる。地方に行けば、そのごみの管理は地域の住民がしているという。 

このような視点から見ても、自宅療養を無くすことは、感染を広げないための基本ではないかと

申し上げました。 

自宅療養で急変しても、すぐに治療を受けられるわけでない。 

実際感染し、自宅療養していた方の声を伺うと、すぐに保健所と電話がつながる補償もなく、心

細かったという。 

酸素ステーションなどをつくるためには、人と予算が必要。また自治体の責任ではハードルが高

い。今、感染者が減ってきてはいるが、板橋区では２８日の企画総務委員会の中での保健所長の答

弁では、２８日時点で約５０人の自宅療養者とのこと。 

一時に比べれば減少したとはいえ、まだ５０人もの人が自宅療養していることは決して安心でき

るものではない。今のうちに第６波に備えること、それは今しかできない。 

  

「人口減で病床数が減っていくのはある意味当然」―それは違う！ 

【埼玉県坂戸市議会議員 武井 誠】 

病床削減への補助金について「地方の事情はそれぞれ違うと思うが、日本全体としてみれば、こ

の先人口は減少していくのだから病床数が減っていくのはある意味当然。削減に伴う補償が必要と

考えてほしい」という若い職員のコメントに「それは違う！」と思いました。 

こういう認識を厚生労働省全体として持っているのかと思うと暗澹たる気持ちになりました。 

第一に現在の医療体制が十分だと思っているのでしょうか。第二に高齢社会の人口の年齢構成を

どう考えているのでしょうか。何より第三に「地方の事情はそれぞれ違う」ということをこの人は

どのくらいリアルに知っているのでしょうか。 

私は、坂戸市で「自宅療養」を強いられた市民の方と相談しながら、市や県（保健所）に支援を求

め、断られ、救急車を呼び、１時間かけて何とか入院できた体験を話し、これは絶対に氷山の一角で

あると訴えました。 
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厚生労働大臣 田村憲久様 

陽性者の「自宅療養」をやめ、国の公的責任による 

臨時病院の病床増で入院治療を強く求める要望書 

 

私たち３７１名の自治体議員（現職のみ）は、新型コロナウイルス感染症における陽性者の「自宅療

養」をやめ、国の公的責任で自治体と連携して臨時病院の病床増で入院治療を行なうことを強く求

めます。  

日本の多くの国民は感染症に怯え、「入院制限」と「自宅療養」にいのちの不安を強く抱き続けて

います。「新たな感染者が減った」とされていますが、いまだに重症者は多く、亡くなられている方々

も高止まりの傾向が続いています。入院治療が受けられない陽性者も８２％（９月２２日現在）であり、

「自宅療養」で多数の方々が亡くなられている実態も続いています。しかも今後、「第６波」など新

たな感染の増大すら想定されています。 

明らかに「自宅療養」は危険です。実質的に治療もされず、食生活などの対応も不十分です。これ

では患者の「放置」「見放し」です。しかも患者のいのちを守れないばかりか、感染症の「放置」と

なり、家庭内感染と地域感染をも拡げています。 

政府は公的責任をはたすために、自治体と連携協力して、直ちに公共施設などの会場を使用して

臨時病院施設を設置し、病床の増加をはかるべきです。すでにいくつかの自治体では、全国１８都

道府県２８施設の設営（９月８日現在）をはじめました。政府はこの動きを全国的に強め、拡げるべき

です。また、医療従事者の確保も必要不可欠であるため、関係団体との協力を求め、しっかりした安

全環境と良好な待遇条件で人材を確保していただきたい。そして社会的検査を徹底し、感染者の早

期入院治療ができる医療体制を強く要望します。 

 

記 

 

1. 政府は、「自宅療養」をやめ、臨時病院を設置し増床をはかるために医療資源確保と財

政上の公的責任を果たされたい。 

2. 自治体や関係団体との連携を強め、医療従事者の安全環境と良好待遇で人材をしっかり

確保されたい。 

3. 今後とも感染抑制のために検査を徹底し、感染者の「早期発見・早期入院」をはかられ

たい。                   

以上 要望書を提出します。 

２０２１年１０月１日 

要望書賛同自治体議員一同 （賛同者名簿は別紙のとおり）  
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賛同者一覧 全３７３名（現職３７１名）（各都道府県、都道県／市区／町村議員ごとに五十音順） 

 

北海道 須田 靖子 北海道議会議員 

 畠山 みのり 北海道議会議員 

 平出 陽子 北海道議会議員 

 渕上 綾子 北海道議会議員 

 菊地 ルツ 帯広市議会議員 

 小林 千代美 千歳市議会議員 

 佐久間 誠 名寄市議会議員 

 佐々木 直美 帯広市議会議員 

 品田 ときえ 旭川市議会議員 

 篠田 江里子 札幌市議会議員 

 竹内 有美 札幌市議会議員 

 富岡 達彦 名寄市議会議員 

 長岡 充洋 室蘭市議会議員 

 楢山 直義 帯広市議会議員 

 新岡 知恵 恵庭市議会議員 

 波多 雄志 根室市議会議員 

 干場 芳子 江別市議会議員 

 松隈 早織 千歳市議会議員 

 宮田 団 釧路市議会議員 

 村上 ゆう子 札幌市議会議員 

 五十嵐 正雄 占冠村議会議員 

 大谷 元江 占冠村議会議員 

 小林 潤 占冠村議会議員 

 高橋 利勝 本別町議会議員 

青森県 蛯名 和子 青森市議会議員 
 

高沢 陽子 野辺地町議会議員 

岩手県 木村 幸弘 岩手県議会議員 

 佐藤 ケイ子 岩手県議会議員 

 阿部 一男 花巻市議会議員 

 黒沼 繁樹 久慈市議会議員 

 照井 省三 花巻市議会議員 

 豊巻 直子 久慈市議会議員 
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 星 敦子 北上市議会議員 

 若柳 良明 花巻市議会議員 

 山崎 道夫 矢巾町議会議員 

宮城県 ひぐち のりこ 仙台市議会議員 

秋田県 石川 ひとみ 秋田県議会議員 
 

加藤 麻里 秋田県議会議員 

山形県 我妻 徳雄 米沢市議会議員 

 江口 暢子 酒田市議会議員 

 遠藤 吉久 山形市議会議員 

 小久保 広信 米沢市議会議員 

福島県 池田 順子 伊達市議会議員 

 樫村 弘 いわき市議会議員 

 上壁 充 いわき市議会議員 

 狩野 光昭 いわき市議会議員 

 近藤 眞一 伊達市議会議員 

 齋藤 仁一 喜多方市議会議員 

 坂本 稔 いわき市議会議員 

 佐藤 栄治 伊達市議会議員 

 佐藤 和良 いわき市議会議員 

 佐藤 清壽 伊達市議会議員 

 菅野 喜明 伊達市議会議員 

 鈴木 さおり いわき市議会議員 

 丹治 千代子 伊達市議会議員 

 中村 正明 伊達市議会議員 

 半澤 隆 伊達市議会議員 

 福嶋 あずさ いわき市議会議員 

 矢巻 善一 伊達市議会議員 

 讓矢 隆 会津若松市議会議員 

 猪狩 守 楢葉町議会議員 

 小畑 博司 会津坂下町議会議員 

 菊池 美知男 石川町議会議員 

 佐治 長一 会津美里町議会議員 

 佐藤 努 楢葉町議会議員 

 佐藤 弘 三春町議会議員 

 渡辺 實 石川町議会議員 
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茨城県 井坂 章 ひたちなか市議会議員 

 井坂 あきら ひたちなか市議会議員 

 石松 俊雄 笠間市議会議員 

 金子 和雄 つくば市議会議員 

 椎野 隆 稲敷市議会議員 

 菅谷 毅 鹿島市議会議員 

 杉森 弘之 牛久市議会議員 

 滑川 友理 水戸市議会議員 

 八木 陽子 高萩市議会議員 

 阿部 功志 東海村議会議員 

 増田 光利 八千代町議会議員 

栃木県 内海 まさかず 栃木市議会議員 
 

針谷 育造 栃木市議会議員 

群馬県 松本 次男 安中市議会議員 

 関根 愼市 明和町議会議員 

 中島 由美子 榛東村議会議員 

埼玉県 辻 浩司 埼玉県議会議員 

 秋山 かほる 上尾市議会議員 

 金崎 昌之 秩父市議会議員 

 川辺 美信 久喜市議会議員 

 高橋 剛 川越市議会議員 

 武井 誠 坂戸市議会議員 

 田中 まどか 日高市議会議員 

 田辺 淳 朝霞市議会議員 

 中野 昭 鴻巣市議会議員 

 中村 拡史 坂戸市議会議員 

 新島 光明 桶川市議会議員 

 西山 幸代 さいたま市議会議員 

 長谷川 順子 飯能市議会議員 

 パタソン ひとみ 飯能市議会議員 

 降旗 聡 吉川市議会議員 

 村田 文一 東松山市議会議員 

 矢澤 江美子 八潮市議会議員 

 弓削 勇人 坂戸市議会議員 

 池田 かつ子 越生町議会議員 
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 岡野 勉 毛呂山町議会議員 

 木村 好美 越生町議会議員 

 渋谷 登美子 嵐山町議会議員 

 島野 美佳子 越生町議会議員 

 道祖土 証 川島町議会議員 

 野田 小百合 鳩山町議会議員 

千葉県 （小宮 清子） 前千葉県議会議員 

 阿部 治正 流山市議会議員 

 五十嵐 智美 佐倉市議会議員 

 池沢 みちよ 船橋市議会議員 

 稲田 敏昭 佐倉市議会議員 

 岡本 優子 松戸市議会議員 

 長南 博邦 野田市議会議員 

 勝亦 竜大 市川市議会議員 

 川口 絵未 佐倉市議会議員 

 鈴木 清丞 柏市議会議員 

 田中 紀子 木更津市議会議員 

 林 紗絵子 柏市議会議員 

 藤崎 ちさこ 習志野市議会議員 

 油田 清 成田市議会議員 

 秋鹿 幹夫 横芝光町議会議員 

 石井 俊雄 長生村議会議員 

東京都 岩永 やす代 東京都議会議員 

 宮瀬 英治 東京都議会議員 

 青木 ゆうすけ 東久留米市議会議員 

 青山 秀雄 昭島市議会議員 

 浅田 やすお 文京区議会議員 

 荒川 なお 板橋区議会議員 

 有馬 豊 練馬区議会議員 

 五十嵐 やす子 板橋区議会議員 

 石川 すみえ 板橋区議会議員 

 いぢち 恭子 多摩市議会議員 

 いわい 桐子 板橋区議会議員 

 岩崎 みなこ 多摩市議会議員 

 岩瀬 たけし 練馬区議会議員 
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 小椋 修平 足立区議会議員 

 おばた 健太郎 板橋区議会議員 

 かとうぎ 桜子 練馬区議会議員 

 かなざき 文子 板橋区議会議員 

 河内 ひとみ 荒川区議会議員 

 岸田 めぐみ 多摩市議会議員 

 木下 やすこ 調布市議会議員 

 きみがき 圭子 練馬区議会議員 

 小林 おとみ 板橋区議会議員 

 小林 れい子 文京区議会議員 

 小松 あゆみ 練馬区議会議員 

 榊原 登志子 調布市議会議員 

 坂尻 まさゆき 練馬区議会議員 

 嶋崎 英治 三鷹市議会議員 

 島田 拓 練馬区議会議員 

 白井 なおこ 日野市議会議員 

 白石 えつ子 東村山市議会議員 

 高口 ようこ 練馬区議会議員 

 竹内 愛 板橋区議会議員 

 塚田 ひさこ 豊島区議会議員 

 中村 まさ子 江東区議会議員 

 のむら 説 練馬区議会議員 

 野村 羊子 三鷹市議会議員 

 羽田 圭二 世田谷区議会議員 

 平井 里美 狛江市議会議員 

 ひわき 岳 杉並区議会議員 

 福田 光一 北区議会議員 

 藤田 たかひろ 国立市議会議員 

 ふせ 由女 清瀬市議会議員 

 星 いつろう 国分寺市議会議員 

 前川 浩子 府中市議会議員 

 松尾 ゆり 杉並区議会議員 

 間宮 みき 東久留米市議会議員 

 水口 かずえ 小平市議会議員 

 水摩 幸絵 葛飾区議会議員 
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 森 てるお 西東京市議会議員 

 森沢 美和子 日野市議会議員 

 やない 克子 練馬区議会議員 

 山内 えり 板橋区議会議員 

 山崎 たい子 北区議会議員 

 山田 ひでき 板橋区議会議員 

 山本 ひとみ 武蔵野市議会議員 

 吉田 豊明 板橋区議会議員 

 渡辺 よしてる 板橋区議会議員 

 （谷山 きょうこ） 元立川市議会議員 

神奈川県 大波 修二 大和市議会議員 

 金子 豊貴男 相模原市議会議員 

 田中 ゆき 横浜市議会議員 

 渡辺 順子 大磯町議会議員 

新潟県 長部 登 新潟県議会議員 

 小山 芳元 新潟県議会議員 

 樋口 秀敏 新潟県議会議員 

 青木 学 新潟市議会議員 

 荒井 眞理 佐渡市議会議員 

 石附 幸子 新潟市議会議員 

 佐藤 隆一 小千谷市議会議員 

 髙野 甲子雄 魚沼市議会議員 

 竹内 功 新潟市議会議員 
 

牧田 正樹 上越市議会議員 

富山県 上田 武 高岡市議会議員 
 

谷口 貞夫 氷見市議会議員 

石川県 盛本 芳久 石川県議会議員 

 浅野 俊二 羽咋市議会議員 

 林 俊昭 加賀市議会議員 

 森 一敏 金沢市議会議員 

 山口 俊哉 白山市議会議員 

 山本 由起子 金沢市議会議員 

 清水 文雄 内灘町議会議員 

 堂下 健一 志賀町議会議員 

山梨県 野沢 今朝幸 笛吹市議会議員 
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 山田 厚 甲府市議会議員 

 山田 弘之 甲府市議会議員 

長野県 中川 博司 長野県議会議員 

 池田 幸代 駒ケ根市議会議員 

 石合 祐太 上田市議会議員 

 布目 裕喜雄 長野市議会議員 

 古畑 秀夫 塩尻市議会議員 

 向山 光 辰野町議会議員 

岐阜県 高橋 和江 岐阜市議会議員 

静岡県 虫生 時彦 磐田市議会議員 

愛知県 石川 翼 安城市議会議員 

三重県 中村 進一 三重県議会議員 

京都府 飛鳥井 佳子 向日市議会議員 

 河原 末彦 宮津市議会議員 

大阪府 川口 洋一 高槻市議会議員 

 木村 真 豊中市議会議員 

 山下 けいき 茨木市議会議員 

 井上 加奈子 能勢町議会議員 

 難波 希美子 能勢町議会議員 

兵庫県 北上 哲仁 兵庫県議会議員 

 荒木 友貴 赤穂市議会議員 

 今井 和夫 宍粟市議会議員 

 大島 淡紅子 宝塚市議会議員 

 大津留 求 伊丹市議会議員 

 川口 潤 宝塚市議会議員 

 北野 聡子 宝塚市議会議員 

 小林 るみ子 神戸市議会議員 

 谷 正充 川西市議会議員 

 都築 徳昭 尼崎市議会議員 

 樋川 美佐男 宝塚市議会議員 

 村井 正信 西脇市議会議員 

 山口 みさえ 芦屋市議会議員 

 樋口 瑞佳 稲美町議会議員 

奈良県 阪本 美知子 奈良市議会議員 

和歌山県 藤本 眞利子 和歌山県議会議員 
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鳥取県 尾崎 かおる 鳥取県議会議員 

 坂野 経三郎 鳥取県議会議員 

 浜田 妙子 鳥取県議会議員 

 土光 ひとし 米子市議会議員 

 松本 煕 境港市議会議員 

 椋田 昇一 鳥取市議会議員 

島根県 清水 勝 大田市議会議員 

岡山県 下市 このみ 岡山市議会議員 
 

宮田 好夫 高梁市議会議員 

広島県 景山 浩 東広島市議会議員 

 檀上 正光 尾道市議会議員 

 福山 権二 庄原市議会議員 

 政平 智春 三原市議会議員 

 水田 豊 府中市議会議員 

 山上 文恵 呉市議会議員 

 山内 正晃 広島市議会議員 

 山戸 重治 尾道市議会議員 

 柏床 由夫 神石高原町議会議員 

 末田 健治 安芸太田町議会議員 
 

田島 清 安芸太田町議会議員 

山口県 中嶋 光雄 山口県議会議員 

 宮本 輝男 山口県議会議員 

 小林 雄二 周南市議会議員 

 田中 健次 防府市議会議員 

 山下 隆夫 下関市議会議員 

徳島県 阿佐 勝彦 吉野川市議会議員 

 天羽 強 三好市議会議員 

 高橋 玉美 三好市議会議員 

 竹内 義了 三好市議会議員 

 武田 喜善 美馬市議会議員 

 長谷川 吉正 東みよし市議会議員 

 春田 洋 徳島市議会議員 

 平田 政廣 三好市議会議員 

 戎野 博 美波町議会議員 

香川県 米田 晴彦 香川県議会議員 
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 三野 康祐 香川県議会議員 

 多田 雄平 さぬき市議会議員 

 森 崇 小豆島町議会議員 

愛媛県 石川 稔 愛媛県議会議員 

 梶原 ときよし 松山市議会議員 

 高橋 章哲 西条市議会議員 

高知県 坂本 茂雄 高知県議会議員 

 今西 忠良 南国市議会議員 

 神岡 俊輔 高知市議会議員 

 廣瀬 正明 四万十市議会議員 

 弘田 条 土佐清水市議会議員 

 松浦 英夫 宿毛市議会議員 

 山本 荘一郎 伊野町議会議員 

 山本 荘一郎 伊野町議会議員 

 和田 勇 土佐町議会議員 

福岡県 大橋 克己 福岡県議会議員 

 後藤 香織 福岡県議会議員 

 佐々木 允 福岡県議会議員 

 渡辺 美穂 福岡県議会議員 

 秋永 峰子 久留米市議会議員 

 池田 良子 福岡市議会議員 

 石田 まなみ 福津市議会議員 

 石松 和幸 田川市議会議員 

 井上 真吾 北九州市議会議員 

 上村 和男 筑紫野市議会議員 

 大庭 きみ子 朝倉市議会議員 

 落石 俊則 福岡市議会議員 

 香月 隆一 田川市議会議員 

 竹永 茂美 うきは市議会議員 

 田中 英輔 古賀市議会議員 

 田中 建一 行橋市議会議員 

 田中 義幸 嘉麻市議会議員 

 徳永 洋介 太宰府市議会議員 

 新原 善信 下郡市議会議員 

 羽良 和弘 那珂川市議会議員 



 

15 

 

 平山 光子 大牟田市議会議員 

 松崎 百合子 大野城市議会議員 

 村上 聡子 北九州市議会議員 

 村山 弘行 太宰府市議会議員 

 千葉 加代子 川崎町議会議員 

 沼口 富生 福智町議会議員 

 松瀬 征行 糸田町議会議員 

長崎県 坂本 浩 長崎県議会議員 

 堤 典子 長崎県議会議員 

 池田 章子 長崎市議会議員 

 金子 憲太郎 南島原市議会議員 

 草野 勝義 島原市議会議員 

 中里 泰則 長崎市議会議員 

 永田 秀人 佐世保市議会議員 

 古家 勉 佐世保市議会議員 

 水上 享 大村市議会議員 

 安部 都 長与町議会議員 

 林田 二三 東彼杵町議会議員 

熊本県 西 聖一 熊本県議会議員 

 木村 誠一 荒尾市議会議員 

 猿渡 美智子 菊池市議会議員 

 杉迫 一樹 水俣市議会議員 

 髙岡 朱美 水俣市議会議員 

 髙本 敬義 宇城市議会議員 

 田中 浩治 荒尾市議会議員 

 田中 睦 水俣市議会議員 

 谷口 繁治 荒尾市議会議員 

 坂東 俊子 荒尾市議会議員 

 平岡 朱 水俣市議会議員 

 藤本 壽子 水俣市議会議員 

 村上 博 熊本市議会議員 

大分県 長田 徳行 臼杵市議会議員 

 髙野 博幸 大分市議会議員 

 原田 健蔵 豊後大野市議会議員 

宮崎県 岩切 達哉 宮崎県議会議員 
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 太田 清海 宮崎県議会議員 

 田口 雄二 宮崎県議会議員 

 満行 潤一 宮崎県議会議員 

 渡辺 創 宮崎県議会議員 

 上沖 篤史 宮崎市議会議員 

 黒川 正信 宮崎市議会議員 

 黒木 通哲 宮崎市議会議員 

 徳重 淳一 宮崎市議会議員 

 中川 義行 宮崎市議会議員 

 長友 幸子 延岡市議会議員 

 松田 浩一 宮崎市議会議員 

 松本 哲也 延岡市議会議員 

鹿児島県 大森 忍 鹿児島市議会議員 

鹿児島県 坂口 洋之 日置市議会議員 

 遠矢 寿子 伊佐市議会議員 

 畑中 香子 伊佐市議会議員 

 平山 貴久 鹿児島市議会議員 

 吉留 良三 いちき串木野市議会議員 

 有川 美子 さつま町議会議員 

沖縄県 上里 善清 沖縄県議会議員 

 照屋 大河 沖縄県議会議員 

 伊敷 光寿 豊見城市議会議員 

 川野 純治 名護市議会議員 

 多和田 栄子 那覇市議会議員 

 仲程 孝 うるま市議会議員 

 仲村 善幸 名護市議会議員 

 


